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春
の
卒
業
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

第
6
回
種
子
島
中
央
高
等
学
校

の
卒
業
式
が
3
月
1
日
に
あ
り
、

普
通
科
・
情
報
処
理
科
を
卒
業

す
る
91
人
が
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
担
任
の
先
生
か
ら

一
人
ひ
と
り
名
前
が
呼
ば
れ
た

後
、
門
園
史
郎
校
長
が
各
ク
ラ

ス
の
代
表
者
に
卒
業
証
書
を
授

与
し
ま
し
た
。
校
長
式
辞
や
来

賓
祝
辞
で
は
「
困
難
に
あ
っ
て

も
負
け
な
い
で
欲
し
い
。
誰
も

が
、
元
気
で
人
の
役
に
立
つ
人

間
に
な
っ
て
下
さ
い
」
と
卒
業

生
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
、
卒
業
生
代
表
の

答
辞
や
校
歌
斉
唱
な
ど
式
が
終

る
と
悲
し
さ
を
こ
ら
え
な
が
ら

会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
、

先
生
が
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証

書
を
手
渡
し
、「
卒
業
」
の
重
み

を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。
い

つ
ま
で
も
仲
間
と
の
別
れ
を
名

残
り
惜
し
む
中
、
３
年
間
の
思

い
出
を
胸
に
、
卒
業
生
は
母
校

を
巣
立
ち
ま
し
た
。

思いを胸に 91人が旅立ち
種子島中央高等学校卒業式

　
「
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
、
こ
れ

か
ら
島
を
旅
立
ち
ま
す
。
壁
に
ぶ

つ
か
っ
て
挫
け
そ
う
に
な
る
た
び

に
大
好
き
な
こ
の
島
で
生
き
た
誇

り
を
思
い
返
し
、
ま
た
壁
に
立
ち

向
か
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
」卒業生代表答辞

鎌田瑛乃さん

　
「
今
日
こ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
が
就

職
・
進
学
先
を
決
め
社
会
に
旅

立
つ
こ
と
、
親
と
し
て
感
無
量

で
す
。
人
生
、
必
ず
咲
き
誇
る

時
が
来
る
。
そ
う
信
じ
て
仕
事

に
勉
強
に
励
ん
で
下
さ
い
」

保護者代表挨拶
日髙義人さん
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ふるさとの思いを襷
たすき

につなぐ　第 63 回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会
　

早
春
の
薩
摩
・
大
隅
路
を
駆

け
抜
け
る
第
63
回
鹿
児
島
県
下

一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

が
、
2
月
13
日
か
ら
５
日
間
あ

り
、
５
８
８
・
1
㌔
（
53
区
間
）

を
県
内
12
地
区
の
代
表
ラ
ン

ナ
ー
が
競
い
ま
し
た
。

　

熊
毛
チ
ー
ム
は
Ｃ
ク
ラ
ス
で

出
場
。
総
合
成
績
は
11
位
で
し

た
。
本
町
か
ら
は
赤
坂
洋
一
選

手
（
赤
坂
養
豚
）、
大
町
田
敬
選

手
（
Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
）、
坂
中
伸

作
選
手
（
中
種
子
中
学
校
勤
務
）

の
3
選
手
が
出
走
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
本
町
有
志
で
結
成
し

た
熊
毛
駅
伝
チ
ー
ム
応
援
隊
（
里

英
道
さ
ん
を
隊
長
に
6
回
目
の

応
援
）
を
は
じ
め
、田
渕
川
町
長
、

町
議
会
議
員
、
離
島
閃
隊
タ
ネ

ガ
シ
マ
ン
、
鹿
児
島
中
種
子
会

な
ど
総
勢
30
人
を
超
え
る
大
応

援
団
が
、
各
区
間
を
力
走
す
る

選
手
に
沿
道
か
ら
声
援
を
送
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
応
援
隊
は
待
ち
時
間

に
特
産
品
（
ポ
ン
カ
ン
や
安
納

い
も
）
や
養
殖
ガ
ザ
ミ
Ｐ
Ｒ
チ

ラ
シ
な
ど
を
配
り
、
種
子
島
の

観
光
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
し
た
。

　沿道で観光 PR 　坂中選手（左） 　左から赤坂選手、坂中選手、大町田選手

種子島空港がツアー客でにぎわう　ジェットチャーター便が就航
　

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン

ズ
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
の
ジ
ェ
ッ
ト

チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
、
2
月
に
17

回
28
便
が
就
航
し
、
１
０
３
６

人
の
ツ
ア
ー
客
が
種
子
島
に
降

り
立
ち
ま
し
た
。

　

空
港
で
は
、
種
子
島
空
港
利

用
促
進
協
議
会
の
関
係
者
を
は

じ
め
本
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
「
ベ
ニ
ー
ち
ゃ
ん
」

な
ど
が
ツ
ア
ー
客
を
出
迎
え
、

火
縄
銃
の
試
射
で
ツ
ア
ー
客
を

歓
迎
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
空
港
を
後
に
し
た

ツ
ア
ー
客
は
、
２
泊
３
日
の
日

程
で
種
子
島
と
屋
久
島
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
ジ
ェ
ッ
ト

チ
ャ
ー
タ
ー
便
は
33
回
計
59
便

の
就
航
を
予
定
。
出
発
地
は
、

青
森
空
港
や
松
本
空
港
、
名
古

屋
小
牧
空
港
、
静
岡
空
港
、
岡

山
空
港
、
広
島
空
港
、
出
雲
空

港
な
ど
全
国
各
地
か
ら
来
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
種
子
島
空
港
か
ら
名
古

屋
小
牧
空
港
や
松
本
空
港
へ
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
も
就
航
し
多
く

の
ツ
ア
ー
客
が
参
加
し
ま
し
た
。

　火縄銃の試射で歓迎　ツアー客の出迎え　ジェットチャーター便
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中
種
子
町
産
業
振
興
協
議
会

の
総
会
が
、
2
月
25
日
に
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
、
農
業
・
林

業
・
水
産
業
部
門
の
各
会
員
と

農
林
水
産
業
関
係
機
関
が
出
席

し
、
平
成
27
年
度
生
産
実
績
と

平
成
28
年
度
生
産
計
画
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
、
ま
ち
の
基
本

方
針
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
、
農
林
水

産
省
九
州
農
政
局
の
参
事
官
を

講
師
に
迎
え
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
農
政

新
時
代
地
域
研
修
会
」
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

まちの方針が決定
中種子町産業振興協議会

　

地
域
産
業
振
興
へ
の
功
績
が

た
た
え
ら
れ
、
久
木
原
静
憲
さ

ん
（
郡
原
）
が
3
月
7
日
に
県

熊
毛
支
庁
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
木
原
さ
ん
は
、
長
年
に
わ

た
り
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
に
携
わ

り
精
脱
葉
施
設
の
整
備
や
法
人

を
設
立
す
る
な
ど
新
た
な
雇
用

の
創
出
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
積
極
的
に
若
手
農
家

を
育
成
す
る
な
ど
地
域
の
農
業

振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

地域産業の振興に貢献
平成 27 年度たねやくきらめき表彰

　

自
衛
隊
に
入
隊
す
る
瀬
口
勇

二
郎
さ
ん
（
高
峯
）、
柳
田
広
貴

さ
ん
（
町
山
崎
）、
竹
口
蓮
太
さ

ん
（
町
山
崎
）
の
壮
行
会
が
、

3
月
4
日
に
開
か
れ
、
新
た
な

門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

壮
行
会
に
は
、
自
衛
隊
父
兄

会
や
自
衛
隊
関
係
者
が
出
席
し
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
3
人

を
激
励
し
ま
し
た
。

　

3
人
は
「
我
が
国
の
平
和
と

独
立
を
守
る
自
衛
隊
の
使
命
を

自
覚
し
、
身
を
も
っ
て
責
務
の

完
遂
に
努
め
る
」
と
力
強
く
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

平和を守る
自衛隊入隊者壮行会

　

新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

が
、
2
月
24
日
に
中
央
分
団
に

配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
分
団
へ
の
新
ポ
ン
プ
自

動
車
の
配
備
は
16
年
ぶ
り
。
車

両
納
車
後
、
試
運
転
や
放
水
試

験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
種
子
町
で
は
、
今
後
も
消

防
団
装
備
品
の
更
新
を
適
宜
行

い
、
火
災
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
消
防
力
の
維
持
・
強
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

町民の暮らしを守るために
中央分団のポンプ車を更新

　消防ポンプ車「飛鳥」
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中
種
子
町
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
、
２
月
28
日
に

種
子
島
中
央
体
育
館
で
あ
り
、

野
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
町
内
か
ら
5
チ
ー

ム
が
参
加
。
リ
ー
グ
戦
を
行

い
、
勝
率
上
位
2
チ
ー
ム
の
野

間
（
2
勝
）
と
油
久
（
1
勝
1

敗
）
が
決
勝
戦
を
行
い
、
1
セ
ッ

ト
目
は
21
対
11
、
2
セ
ッ
ト
目

も
21
対
15
と
圧
倒
的
な
強
さ
で
、

優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

野間バレーボールスポーツ少年団が優勝
中種子町小学生バレーボール大会

　

第
20
回
種
子
島
ラ
イ
オ
ン
ズ

カ
ッ
プ
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、

2
月
21
日
に
太
陽
の
里
陸
上
競

技
場
で
あ
り
、
中
種
子
Ｊ
Ｆ
Ｃ

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　

６
年
生
に
と
っ
て
最
後
と
な

る
今
大
会
に
は
島
内
か
ら
４

チ
ー
ム
が
参
加
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
四
元
奏
汰
君

（
野
間
小
6
年
）
は
「
小
学
生

最
後
の
大
会
で
優
勝
で
き
て
良

か
っ
た
。
中
学
校
で
も
頑
張
り

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

中種子 JFC サッカー少年団が優勝
第 20 回種子島ライオンズカップ

　野間バレーボールスポーツ少年団

　中種子 JFC サッカースポーツ少年団

　

建
築
職
人
組
合
中
種
子
支
部

の
組
合
員
が
、
2
月
21
日
に
納

官
小
学
校
で
校
舎
補
修
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
た
校
舎
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
野
間
・
岩
岡
・

星
原
小
学
校
に
続
き
今
回
で
4

校
目
。

　

参
加
し
た
組
合
員
18
人
は
、

建
物
間
の
渡
り
廊
下
の
金
物
の

取
り
替
え
や
ト
イ
レ
の
扉
補
修
、

ウ
サ
ギ
小
屋
の
改
修
な
ど
で
汗

を
流
し
ま
し
た
。

納官小学校がきれいに
建築職人組合中種子支部がボランティア

　

選
挙
権
年
齢
が
満
18
歳
以
上

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
種
子
島
中
央
高
校
で
2
月

16
日
に
全
校
生
徒
を
対
象
に
「
18

歳
選
挙
に
関
す
る
教
室
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
地
歴
公
民
科
教

論
が
実
際
の
投
票
箱
や
記
載
台

を
使
い
、
選
挙
制
度
や
仕
組
み

を
ク
イ
ズ
形
式
で
説
明
。

　

生
徒
た
ち
は
、
選
挙
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
6
月
の
生
徒

会
役
員
選
挙
を
実
際
の
選
挙
の

よ
う
に
行
う
予
定
で
す
。

18 歳からの選挙権
種子島中央高校生が選挙について学ぶ

　実際の投票箱を使って説明
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

4 月から不燃ごみ「スプレー缶・カセットボンベ」の出し方が変わります
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課環境衛生係㉗ 1111 内線 201

　ごみ出しの利便性向上と事故防止のため、4月
からスプレー缶・ガスボンベは分別収集すること
になりました。
　中身を使いきり、穴をあけずにコンテナへ入れ
て下さい。

■スプレー缶・カセットボンベの種類	
殺虫剤スプレー、ヘアスプレー、制汗スプレー、
消臭芳香スプレー、冷却スプレー、卓上コンロ用
ガスボンベ缶、塗料スプレー缶など

中種子町予約型乗合タクシーの運行事業者が変わります
◎お問い合わせ先　	中種子町地域公共交通確保維持改善協議会（役場企画課企画調整係）㉗ 1111 内線 259

　平成 26年 4月から運行を開始している予約型乗合タクシーの運行事業者が、2業者体制となり 4月 1
日から変更になります。
　予約する場合、お間違えのないようお願いします。

平成 28 年 3 月まで

⇨
平成 28 年 4 月から

運行事業者 路線名 運行事業者 路線名

市丸タクシー
27-0560　

公立病院東回り線
市丸タクシー
27-0560　

公立病院東回り線
秋佐野線 秋佐野線
女洲線 女洲線
公立病院西回り線 はやしタクシー

27-0085　　
公立病院西回り線

三浜線 三浜線

		※利用できる集落（地域）や利用時間、予約方法等については今までどおりです。

⇨
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女性がん検診（子宮頸がん検診・乳がん検診）を受診しましょう
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

　女性がん検診（子宮頸がん検診・乳がん検診）を実施します。
　早期発見・早期治療することで治癒する可能性が高くなります。検診は定期的に受診しましょう。
　また、事前に申込みをしていない方も当日受付が可能です。
■検 診 日　　4月 15日（金）～ 18日（月）※ 18日（月）は午前のみ
■受付時間　　【午前の部】午前 8時～午前 8時 30分

【午後の部】午後 0時 30分～午後 1時
■場 所　　中種子町保健センター
■料 金 表（単位 : 円）

　　　　　　　　　　保険等
検診の種類　　　　　　　　

基本料金 国保
社保・共済
・後期高齢

節目対象者

子宮頸がん検診（20 歳以上） 3,580 500 1,000
無料

（平成 28 年度 21 歳）

乳がん検診
40 ～ 49 歳（２方向） 5,554 3,000 3,500

無料
（平成 28 年度 41 歳）

50 歳以上（１方向） 3,291 2,000 2,500 －

　検診の年齢基準は平成 28 年度中に達する年齢です。
　ただし、後期高齢者医療被保険者については、検診日の年齢が基準になります。

節目無料クーポン券を配布
　対象になる方は、それぞれの検診を無料で受けることができます。
　対象者は下表に該当する方で、過去 5年間未受診の方です。
　ただし、子宮頸がん検診の 21歳、乳がん検診の 41歳は全ての方が対象となります。
　詳細は、対象者に個別でお知らせいたします。

対象 年齢（生年月日） 対象 年齢（生年月日）

子宮頸がん

2 1 歳 ( H 7 . 4 . 2 ～ H 8 . 4 . 1 )

乳がん

41 歳 ( S50.4.2 ～ S51.4.1)
2 6 歳 ( H 2 . 4 . 2 ～ H 3 . 4 . 1 ) 46 歳 ( S45.4.2 ～ S46.4.1)
31 歳 ( S60.4.2 ～ S61.4.1) 51 歳 ( S40.4.2 ～ S41.4.1)
36 歳 ( S55.4.2 ～ S56.4.1) 56 歳 ( S35.4.2 ～ S36.4.1)
41 歳 ( S50.4.2 ～ S51.4.1) 61 歳 ( S30.4.2 ～ S31.4.1)
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建築確認申請や建築工事届の提出が必要です
◎お問い合わせ先　役場建設課建築係㉗ 1111 内線 274 ／熊毛支庁建設課建築係㉒ 1867

　住宅や倉庫などの建築物を建築（新築・増築・
改築・移転）しようとする場合は、工事をする前
に建築確認申請や建築工事届の提出が必要です。
■都市計画区域内
　建築物を新築しようとする場合、または床面積
が 10㎡を超える増築・改築・移転をしようとす
る場合は、建築確認申請と建築工事届の提出が必
要です。
■都市計画区域外
　次の①～③に該当する建築物を建築しようとす
る場合は、建築確認申請と建築工事届の提出が必
要です。①～③に該当しない場合も、床面積が
10㎡を超える建築物を建築しようとする際には、
建築工事届の提出が必要となります。
①特殊建築物（※ 1）
　その用途に供する部分の床面積の合計が 100
㎡を超えるもの。
②木造の建築物
　3 階建て以上または延べ面積 500㎡、高さ

13m若しくは軒の高さが 9mを超えるもの。
③木造以外の建築物
　2階建て以上または延べ面積が 200㎡を超える
もの。
■土砂災害特別警戒区域内（※ 2）
　居室を有する建築物を建築する際は、都市計画
区域外でも建築確認申請の提出が必要です。この
場合、建築物の構造の規制がありますので事前に
ご相談ください。

（※ 1）特殊建築物
　学校・病院・集会場・旅館・共同住宅・工場・
倉庫・車庫等です。
この他にもありますので、事前にご相談ください。
（※ 2）土砂災害特別警戒区域
　土砂災害の恐れがある区域の中でも特に建物が
破壊され住民に大きな被害の生じる恐れのある区
域として、県が指定した区域です。

■建築物除却届
　工事部分の床面積が 10㎡をこえる除却工事を
行う場合は、工事施工者は建築基準法第 15条第
1項による「建築物除却届」を市町の役場を経由
して、都道府県知事（熊毛支庁建設課建築係）に
提出しなければなりません。
　届出をしない、又は虚偽の届出をした場合は、
50万円以下の罰金を科されることがあります。
■建設リサイクル法による届
　次の①～④に該当する対象建設工事を行う場
合、発注者又は自主施工者は、工事に着手する日
の 7日前までに建設リサイクル法第 10条による
届出書を都道府県知事（熊毛支庁建設課技術調整
係）に提出しなければなりません。
①建築物の解体工事
　床面積の合計が 80㎡以上

②建築物の新築・増築工事
　床面積の合計が 500㎡以上
③建築物の修繕・模様替等工事（リフォーム等）
　請負代金の額が 1億円以上
④建築物以外の工作物の工事（土木工事等）
　請負代金の額が 500 万円以上

◎お問い合わせ先
（建築物除却届に関すること）
役場建設課建築係㉗ 1111（内線 274）
熊毛支庁建設課建築係㉒ 1867
（建設リサイクル法に関する届に関すること）
熊毛支庁建設課技術調整係㉒ 1866

建築物等の解体等を行う場合には各種届け出が必要です
◎お問い合わせ先　役場建設課建築係㉗ 1111 内線 274
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中種子町役場庁舎に太陽光発電設備を設置しました
◎お問い合わせ先　役場総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222

　町では、防災拠点施設となる役場本庁舎に再生可能エネルギーを活用した災害に強いエネルギーシス
テムを構築するため、太陽光発電設備と蓄電池設備を導入し、地震や台風等大規模な災害に備えます。
■事 業 名　　防災拠点等への再生可能エネルギー等導入推進事業
■事 業 費　　25,563,000 円（全額国費負担）
■事業内容　　太陽光発電設備　								14.56kw

リチウムイオン蓄電池　28.8kwh

平成 28 年 ｢春の全国交通安全運動｣ を実施します
◎お問い合わせ先　役場総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222

■運動期間
　4月 6日 ( 水 ) ～ 4月 15日 ( 金 )
■スローガン
　「横断は　しっかりよく見て　たしかめて」
■運動の最重点
　子供と高齢者の交通事故防止
■運動の重点
①早朝、夕暮れ時、夜間における交通事故防止
②飲酒運転の根絶
③後部座席を含めた全ての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用の徹底
⑤自転車の安全利用の推進
⑥交差点における交通事故防止

　太陽光発電設備 　リチウムイオン蓄電池
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

年金のお知らせ
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 217 ／鹿児島北年金事務所099(225)5311

平成 28 年度年金無料相談開催予定表
西之表市

中種子町 南種子町
1 日目 2 日目

4 月 26（火） 27（水）

5 月 24（火） 25（水） 11（水） 10（火）

6 月 28（火） 29（水）

7 月 26（火） 27（水）

8 月 30（火） 31（水） 3（水） 2（火）

9 月 27（水） 28（木）

10 月 25（火） 26（水）

11 月 29（火） 30（水） 9（水） 8（火）

12 月 20（火） 21（水）

1 月 24（火） 25（水）

2 月 21（火） 22（水） 8（水） 7（火）

3 月 28（火） 29（水）

●西之表市
　時間　1日目　午前 10時～午後 5時
　　　　2日目　午前 9時～午後 2時
　場所　201会議室・入札室（市役所2階）
●中種子町
　時間　午前 9時～午後 1時
　場所　中央公民館小会議室
●南種子町
　時間　午前 11時～午後 5時
　場所　研修センター 2階会議室
■持参するもの　
　年金手帳 /年金証書 /厚生年金の資料
など

平成 28 年度国民年金学生納付特例免除申請について
　日本国内に住むすべての人は、20 歳になった
時から国民年金の被保険者となり、保険料の納付
が義務づけられていますが、学生については、申
請により在学中の保険料の納付が猶予される「学
生納付特例制度」が利用できます（夜間部・定時制・
通信制も含む）。申請手続きには、学生証のコピー
や在学証明などが必要となりますので、詳しいこ
とは町民保健課にお問い合わせください。
　また、20 歳間近の方には日本年金機構から国
民年金への加入届が送付されます。国民年金の免
除申請にも必要となりますので、申請手続きをす
る際は町民保健課に提出してください。
　昨年度手続きをされた方で、引き続き在学中の
方は、自宅に確認のハガキ「国民年金保険料学生
納付特例申請書」（ターンアラウンド様式）が送
付されますので、そちらを日本年金機構へ送付し
て下さい。
　なお、学生を除く一般の方の国民年金免除申請
は 7月からとなります。
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　各課からのお知らせ

後期高齢者医療保険からのお知らせ
◎お問い合わせ先　役場町民保健課高齢者医療係㉗ 1111 内線 289

保険料率が平成 28 年 4 月から変わります
　後期高齢者医療制度では、被保険者の方々の医
療給付費の動向を踏まえ、2年ごとに保険料率を
見直します。
　被保険者 1	人当たりの医療給付費は、高齢化の
進展や医療の高度化により、年々増加しています。
　鹿児島県後期高齢者医療広域連合では、できる
限り保険料が上昇しないよう、財政安定化基金の
活用など抑制策を講じていますが、医療給付費の
伸びが大きく、現行の保険料率ではこの医療給付
費の伸びに対応できない見通しとなりました。
　そのため、平成 28・29年度の保険料率を改定
することといたしました。
　保険料は、被保険者のみなさまが安心して医療
機関を受診するために必要な、いわば「命・健康
を支える大事な財源」です。
　保険料率改定にご理解をお願いします。

後期高齢者医療保険料率の改定内容

内　 訳
変更前	

（平成 26・27年度）
変更後	

（平成 28・29年度）

均等割額 51,500 円 51,500 円

所得割率 9.32% 9.97%

年間負担 
限 度 額

57 万円 57万円

入院時の食事代（自己負担額）が平成 28 年 4 月から変わります
　入院したときには、診療や薬にかかる費用とは別に食事代の一部を自己負担します。
　平成 28年 4月から下表のとおり自己負担額が変わります。

平成 28 年 3 月まで 平成 28 年 4 月から

一般（下記以外の人） 1 食　260 円 1 食　360 円

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ

過去 1 年間の入院が 90 日以内 1 食　210 円

過去 1 年間の入院が 91 日以上 1 食　160 円

低所得者Ⅰ 1 食　100 円

第 9 回独身男女交流イベントの参加者を募集します
◎お問い合わせ先　役場企画課地域振興係㉗ 1111 内線 210

　独身男女交流イベント「ラブウェーブ」を行い
ます。イベント内容など詳しいことはお問い合わ
せください。
■開催日　6月 4日（土）・5日（日）
■定　員　40人（男女 20人ずつ）
※応募者多数の場合抽選

■募集期間　
　4月 1日（金）～５月 11日（水）まで
■参加資格
　23歳以上 55歳以下の独身男性・女性。結婚歴
は問いませんが、男性は本町在住の方に限ります。
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講座名 講師名 学習内容

フラダンス 大山　幸子 健康的にリフレッシュ！楽しく踊りましょう。

生け花 塩浦　初代 季節の木花を盛花・自由花など様々な生け方を学びます ( 池坊 )。

パッチワーク 田中　すずな 初心者向けの教室。自宅にある端切れを使用します。

ちぎり絵 金田 美津子 染色した和紙を下絵に貼って絵を完成させます。

すみ絵 野元　節子 先生のお手本をみながら季節にあった絵を仕上げていきます。

竹細工 遠藤　隆憲 竹を編んで磯かごや大ぞうけなどを制作します。

体操 里　信子 運動不足と思っている方、毎日忙しい日々を送っている方、身
体をほぐしてみませんか！

カラオケ 水溜　邦哉 歌うのは恥ずかしいと思っていた方。大歓迎です。

フラワーアレンジ
メント 礒端　千鶴 季節の花材やテーマに沿ったアレンジメントを学びます。

平 成 2 8 年 度「 公 民 館 講 座 」 受 講 申 込 書

講 　 座 　 名 教　室

氏 名（ ふ り が な ）

住 所（ 集 落 ）　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）

電 話 番 号

■開講式　
　日時　5月 26日（木）午後 7時
　場所　中央公民館大ホール
■募集人数　
　各講座５～ 10人
■受講料（年額）　
　各講座 1,000 円　※材料費別途自己負担
■申込方法　
　申し込み書と受講料を添えて提出

■申込期限
　5 月 2日（月）※期限厳守
■その他　
　各講座への申し込みが少数の場合、開講しない
講座もあります。
　また、申込書は中央公民館にもありますので、
皆さまのご参加をお待ちしています。

平成 28 年度公民館講座の受講生を募集します
◎お問い合わせ・お申し込み先　中央公民館㉗ 1111 内線 254

　平成 28年度公民館講座の受講生を募集します。

「心豊かな生きがいのある人生を！」
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平成 28 年度固定資産税の縦覧と閲覧について
◎お問い合わせ先　役場税務課固定資産税係㉗ 1111 内線 238 ／ 298

　平成 28年度の固定資産税の縦覧と閲覧を受け
付けします。期間中、納税義務者（またはその代
理人）は、無料で縦覧帳簿の縦覧と課税台帳の閲
覧ができます。なお、課税台帳の閲覧は年間を通
じてできますが、期間外は有料となります。
■必要なもの　
●運転免許証、マイナンバーカード（個人番号カー
ド）など本人確認のできるもの
※代理人の場合は委任状が必要　
●印鑑
■期　間　4月 1日～ 6月 30日
　　　　　※土日祝祝祭日除く　　　　　
　　　　　午前 8時 30分～午後 5時 15分

■場　所　税務課固定資産税係
固定資産（土地・家屋）縦覧帳簿の縦覧とは
　固定資産税の納税義務者（またはその代理人）
が、ご自分の土地・家屋の評価が適正かどうか確
認できるよう「土地・家屋価格等縦覧帳簿」で類
似する土地・家屋評価と比較することができます
（縦覧帳簿には納税義務者名は記載していません）。

固定資産課税台帳の閲覧とは
　固定資産税の納税義務者（またはその代理人）
は、ご自分の「課税台帳」を、借地・借家人は、
その対象資産を閲覧できます。
※借地・借家人等が閲覧する場合、権利関係を示
す書類等の提示が必要です。

平成 28 年度広報紙「なかたね」発行日について
◎お問い合わせ先　役場企画課広報係㉗ 1111 内線 303

　原則、毎月 25日に発行します。（※ 25日が土日祝祭日の場合は、その前日）
　12月（年末）と 3月（年度末）は 22日に発行。
　「まちの話題」は、おおむね10日までの話題を掲載します。皆さまからの情報提供をお待ちしています。

島の四季彩　ワトソニア（アヤメ科）
【別名】ヒオウギズイセン ( 緋扇水仙 )
【原産地】南アフリカ 
【栽培適地】日当たり良好で、肥沃で排水のよい場所
　高さ１～ 1.5 ｍになる常緑の多年草です。島内でも
散見され、一部では野生状態になっていることもあり
ます。グラジオラスに似てはいますが、葉が革質で剣
形をし、直立性で株立ちとなり、群生します。また、
花がほぼ放射相称のラッパ状に開き、３裂した雌しべ
の先がさらに２裂するなどの違いがあります。ふだん
は葉が生い茂っているだけですが、春～初夏に花茎が
葉から抽出し、ピンクまたは白い花の開花が始まって
気付くこともしばしばです。群れて咲く清潔感のある
花は、類似するグラジオラスとは異なった雰囲気があ
ります。ほとんど病虫害もなく、強健なため、侵略種
になるのではと懸念される意見もあります。
【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）
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3
年
）

　

山
成　

二
葉
（
野
間
小
5
年
）

　

秋
田　

沙
耶
（
油
久
小
6
年
）

▽
幼
児
造
形
教
育
美
術
連
盟
賞

　

川
下　

日
翔
（
中
央
幼
児
園
）

　

新
開　

陽
樹
（
増
田
小
2
年
）

　

折
戸　

妃
奈
（
野
間
小
5
年
）

▽
中
央
審
査
員
賞

　

稲
子　

奏
人
（
南
界
小
4
年
）

▽
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
賞

　

川
原　

一
歩
（
中
央
幼
児
園
）

　

遠
藤　

み
ゆ
（
納
官
小
1
年
）

▽
熊
毛
美
術
協
会
賞

　

知
念　

咲
良
（
中
央
幼
児
園
）

　

新
開　

美
咲
（
増
田
小
2
年
）

　

長
井　

泰
史
朗
（
野
間
小
4
年
）

第
63
回
南
九
州
美
術
展

　

掲
載
は
、
特
別
賞
の
み
。

▽
学
校
賞

　

南
界
小
学
校

■
版
画
の
部

▽
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
賞

　

武　

舞
羽
（
南
界
小
3
年
）

▽
南
九
州
美
術
展
賞

　

提　

若
葉
（
南
界
小
5
年
）

▽
南
日
本
新
聞
社
賞

　

山
元　

紅
（
南
界
小
4
年
）

第
31
回
鹿
児
島
県
児
童
生
徒

ゆ
め
立
体
・
彫
刻
展

掲
載
は
、
特
別
賞
の
み
。

▽
鹿
児
島
県
議
会
議
長
賞

　

朝
倉　

聖
陽
（
南
界
小
1
年
）

▽
鹿
児
島
県
学
校
教
育
用
品
協
同
組
合
賞

　

園
田　

も
み
（
南
界
小
3
年
）

第
29
回
感
動
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

■
小
学
校
低
学
年
の
部

▽
優
秀
賞

　

日
髙　

陽
菜
（
南
界
小
2
年
）

▽
佳
作

　

朝
倉　

聖
陽
（
南
界
小
1
年
）

■
小
学
校
中
学
年
の
部

▽
優
秀
賞

　

園
田　

も
み
（
南
界
小
3
年
）

▽
佳
作

　

提　

美
乃
里
（
南
界
小
3
年
）

　

浜
崎　

あ
ゆ
み
（
南
界
小
4
年
）

■
小
学
校
高
学
年
の
部

▽
佳
作

　

黒
木　

萌
衣
（
南
界
小
6
年
）
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　生涯学習だより　

資
料
館
だ
よ
り
（
４
４
３
号
）

特
別
編

　
「
中
種
子
町
郷
土
誌
」

　
　
　
　
　
　

編
さ
ん
②

　

2
月
に
開
か
れ
た
第
2
回
専
門
委

員
会
で
、
方
言
に
つ
い
て
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

種
子
島
の
方
言
に
つ
い
て
は
、
種

子
島
方
言
辞
典
（
植
村
雄
太
朗
編
・

平
成
十
四
年
発
行
）
な
ど
が
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
種
子
島
全
土
で
同

じ
方
言
が
使
わ
れ
て
い
る
か
と
言
え

ば
そ
う
で
も
な
く
、
例
外
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、「
お
ま
え
、
キ
ミ
」

は
、
西
之
表
で
は
「
オ
ゼ
」、
中
種
子

で
は
「
ワ
ー
」
や
「
ワ
ゴ
ウ
」、「
何

で
？
ど
う
し
て
？
」
は
、
南
種
子
で

は
「
ナ
ッ
シ
ェ
？
」、中
種
子
で
は
「
ナ

シ
カ
ー
？
」
な
ど
で
す
。
中
種
子
で

も
地
区
や
集
落
に
よ
っ
て
ア
ク
セ
ン

ト
や
語
尾
な
ど
が
異
な
る
例
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、「
し
か
し
、
で
も
」

の
意
で
、「
じ
ゃ
ば
っ
ち
ぇ
」
の
語
尾

の「
ち
ぇ
」に
代
わ
っ
て
、「
て
」や「
て

か
」、「
ち
ぇ
ん
か
」な
ど
で
す
。
ま
た
、

「
め
で
た
ぶ
し
」
の
曲
調
や
抑
揚
、
歌

詞
な
ど
が
微
妙
に
異
な
る
こ
と
も
一

つ
の
例
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

郷
土
誌
の
民
俗
の
章
で
紹
介
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
具
体
的
な
方
言
は
、
動

物
や
植
物
の
名
称
で
紹
介
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

資
料
館
発
行
の
「
種
子
島
の
方
言
（
中

種
子
町
）」（
平
成
二
五
年
第
七
刷
・

三
百
円
）
か
ら
抜
粋
す
る
と
、
ケ
シ

コ
（
フ
ク
ロ
ウ
）、
コ
ブ
（
蜘く

も蛛
）、

セ
エ
（
カ
メ
ノ
テ
）、
ダ
ク
マ
（
川
に

い
る
手
長
エ
ビ
）、
タ
ミ
ナ
（
タ
ニ

シ
）、
ベ
ー
ラ
虫
（
ナ
ナ
フ
シ
）、
オ
ー

ギ
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
）、
ナ
ガ
ラ
メ
（
ト

コ
ブ
シ
）、
ザ
コ
（
キ
ビ
ナ
ゴ
）、
ト
ッ

ピ
ー
（
ト
ビ
ウ
オ
）、
モ
ハ
ミ
（
ブ
ダ

イ
）、
ヒ
ト
ツ
バ
（
イ
ヌ
マ
キ
）、
シ
ャ

ニ
ン（
ゲ
ッ
ト
ウ
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

学
術
名
に
こ
れ
ら
を
添
え
る
こ
と
で
、

専
門
書
と
し
て
の
価
値
も
出
て
く
る

で
し
ょ
う
。
他
に
も
地
元
で
の
呼
び

名
と
標
準
和
名
が
異
な
る
例
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
社
会
教
育
課
文
化
係
ま

で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

●おはよう！しゅうしゅうしゃ
　（著者名：竹下文子）
●発進力の育て方（14歳の世渡り術）
　（著者名：佐藤勝彦）
●白をつなぐ
　（著者名：まはら三桃）
●朝ドラの 55年
　全 93作品完全保存版
　（著者名：ＮＨＫドラマ番組部）
●下町ロケット 2ガウディ計画
　（著者名：池井戸潤）
●スクラップ・アンド・ビルド
　（著者名：羽田圭介）
　　　　　　　　　　　　など

新刊の検索は中種子町図書室のホームページで（http://www.nakatane-library.jp/）

図書だより　
102 冊（一般書 60 冊、児童書 42 冊）の新刊が入りました !!
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種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　

特
別
公
開
２
０
１
６
開
催
！ 

　

今
年
も
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

で
特
別
公
開
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
：
4
月
24
日
（
日
）

時　

間
：
午
前
9
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

	

午
後
3
時
30
分

場　

所
：
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

竹
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　

宇
宙
科
学
技
術
館

　

今
回
の
特
別
公
開
で
は
、
通
常

の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
見
学
で
き
な

い
場
所
が
見
学
で
き
る「
ス
ペ
シ
ャ

ル
バ
ス
ツ
ア
ー
」
や
「
水
ロ
ケ
ッ

ト
体
験
」、
種
子
島
で
活
躍
す
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
当
日
は
、
地
元
団
体
の
屋
台

販
売
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

特
別
公
開
の
詳
し
い
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

衛
星
を
や
さ
し
く
送
り
出
す

　

基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
高
度
化

　
　
　
　

開
発
の
取
り
組
み

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
は
さ
ら
な
る
打
ち

上
げ
性
能
の
向
上
、
効
率
的
な

ロ
ケ
ッ
ト
の
運
用
を
実
現
す
る
た

め
、「
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
高
度
化
開

発
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
月

17
日
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
Ｈ
｜

Ⅱ

Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
30
号
機
で
は
、
こ
れ

ま
で
と
は
違
う
衛
星
を
切
り
離
す

し
く
み
を
開
発
し
て
、
衛
星
分
離

時
の
衝
撃
デ
ー
タ
取
得
を
行
い
ま

し
た
。
衛
星
分
離
時
に
受
け
る
衝

撃
を
世
界
水
準
よ
り
大
き
く
や
わ

ら
げ
て
、
や
さ
し
く
衛
星
を
送
り

出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

前
掛
け
に
三
尺
豇
も
ろ
こ
し
と
包
み
い
し
母
の
夏
い

と
お
し
き　
　
　
　
　
　
　

上　

方　

鎌
田
と
く
子

時
と
し
て
想
定
外
の
厳
し
さ
で
自
然
が
教
え
る
人
の

暮
し
方　
　
　
　
　
　
　
　

上　

方　

古
市　

克
人

還
暦
の
誕
生
日
会
友
寄
り
て
祝
わ
れ
し
妻
満
更
で
無

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

皆
み
な
の
免
許
証
供
え
初
祈
祷
柏
手
高
く
大
寒
の
日

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女　

洲　

中
村　

寿
子

三
十
余
年
分
か
ち
合
い
来
し
人
の
道
歌
の
絆
の
友
の

逝
き
た
り　
　
　
　
　
　
　

田　

島　

鎌
田　

ス
エ

春
浅
き
雪
氷
と
け
て
雨
水
な
り
木
々
の
芽
生
え
の
輝

き
待
た
る　
　
　
　
　
　
　

旭　

町　

村
尾　

祥
子

宮
参
り
孫
の
行
く
末
案
じ
つ
つ
産
れ
し
喜
び
感
謝
し

祈
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋
喜
代
子

落
ち
椿
の
上
見
上
ぐ
れ
ば
蕾
や
開
花
如
月
の
風
に
ゆ

り
揺
ら
れ
居
り　
　
　
　
　

満
足
山　

横
山
美
津
絵

お
そ
咲
き
の
黄
水
仙
し
ゃ
ん
と
並
み
咲
け
り
月
下
美

人
の
下
枝
の
蔭
に　
　
　
　

牧　

川　

有
留
よ
し
子

温
暖
な
島
に
も
寒
波
に
霙
降
る
草
木
も
小
鳥
も
な
べ

て
身
震
ふ　
　
　
　
　
　
　

浜
津
脇　

橋
口　

俊
子

木
蓮
の
蕾
ふ
く
ら
み
天
仰
ぐ
「
準
備
完
了
」
と
言
わ

ん
ば
か
り
に　
　
　
　
　
　

上　

方　

古
市
シ
ゲ
子

凛
々
と
梅
の
花
咲
く
老
木
に
寄
り
て
見
上
ぐ
る
亡
夫

が
植
え
し
を　
　
　
　
　
　

牧　

川　

松
下　

シ
ズ

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）
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「春が旬の野菜」　管理栄養士：森　ちひろ　公立種子島病院㉖ 1230
　

今
は
ハ
ウ
ス
栽
培
も
あ
り
、
一
年
を
通
し

て
様
々
な
食
材
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
と
は
い
え
、
旬
の
食
材
は
お
い
し
い
、

栄
養
価
が
高
い
、
価
格
も
安
い
な
ど
よ
い
点

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
春
が
旬
の

野
菜
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
春
キ
ャ
ベ
ツ

　

冬
の
キ
ャ
ベ
ツ
と
比
べ
て
葉
が
や
わ
ら
か

く
、
甘
み
が
あ
り
、
み
ず
み
ず
し
い
の
で
サ

ラ
ダ
な
ど
の
生
食
が
お
す
す
め
で
す
。
春
キ

ャ
ベ
ツ
は
芯
の
切
り
口
が
小
さ
く
、
巻
き
の

ゆ
る
い
も
の
が
よ
い
で
す
。
抗
酸
化
作
用
の

あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
、
便
秘
を
改
善
す
る
食

物
繊
維
が
豊
富
で
、
キ
ャ
ベ
ツ
特
有
の
ビ
タ

ミ
ン
Ｕ(

別
名
キ
ャ
ベ
ジ
ン)

は
傷
つ
い
た

胃
壁
を
修
復
・
再
生
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

●
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　

全
体
的
に
緑
色
が
濃
く
、
太
さ
が
均
一
で
、

穂
が
し
っ
か
り
し
ま
っ
て
い
る
も
の
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
と
き
は
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
、
立
て
て
保
存
す
る
の
が
よ

い
で
す
。
高
血
圧
を
予
防
す
る
ル
チ
ン
や
亜

鉛
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
疲
労
回
復
、
免
疫

力
ア
ッ
プ
効
果
の
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
が

多
い
の
も
特
徴
で
す
。

●
さ
や
え
ん
ど
う

　

動
脈
硬
化
や
老
化
を
防
止
す
る
β
‐
カ
ロ

テ
ン
の
ほ
か
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
ル
シ
ウ
ム

な
ど
が
豊
富
で
す
。
さ
や
ご
と
食
べ
る
た
め

食
物
繊
維
を
多
く
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

購
入
後
は
早
め
に
調
理
す
る
か
、
湿
ら
し
た

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
包
ん
で
か
ら
冷
蔵
庫
で

保
存
し
ま
し
ょ
う
。

●
新
た
ま
ね
ぎ

　

通
年
出
回
っ
て
い
る
た
ま
ね
ぎ
と
比
べ
て

水
分
が
多
く
、
や
わ
ら
か
く
て
辛
み
も
少
な

い
の
で
、
サ
ラ
ダ
に
入
れ
る
な
ど
生
食
が
お

す
す
め
で
す
。
い
た
み
や
す
い
の
で
早
め
に

使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。
催
涙
成
分
で
あ
る
硫

化
ア
リ
ル
に
は
動
脈
硬
化
予
防
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
吸
収
を
高
め
る
な
ど
、
他

の
栄
養
の
吸
収
を
助
け
る
成
分
が
多
い
の
も

特
徴
で
す
。

●
新
じ
ゃ
が
い
も

　

表
面
の
皮
が
薄
く
、
指
で
は
が
れ
そ
う
な

も
の
が
新
し
い
で
す
。
皮
ご
と
食
べ
る
と
栄

養
の
損
失
が
少
な
く
す
み
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
や
食
物
繊
維
、
血
圧
の
上
昇
を
抑
え
る
カ

リ
ウ
ム
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

じ
ゃ
が
い
も
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
で
ん
ぷ
ん
に

守
ら
れ
て
い
る
た
め
、
加
熱
し
て
も
損
失
し

に
く
い
の
で
効
率
よ
く
摂
取
で
き
ま
す
。

　

旬
の
も
の
を
食
べ
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　

食生活改善推進員コーナー 　「じゃが芋とごぼうサラダ」をご紹介 !!

< じゃが芋とごぼうサラダ >
じゃが芋　　　　　　80ｇ
ごぼう　　　　　　　40ｇ
人参　　　　　　　　20ｇ

2 人分
白ごま　　　　　　　　04ｇ
からし　　　　　　　　01ｇ
マヨネーズ　　　　　　12ｇ

　

4
月
は
早
堀
じ
ゃ
が
芋
や
、春
じ
ゃ

が
芋
の
季
節
で
す
。
春
い
も
は
「
新

じ
ゃ
が
」
と
呼
ば
れ
小
型
で
丸
く
て

皮
が
薄
く
水
っ
ぽ
い
で
す
。

　

気
を
つ
け
た
い
の
が
、
じ
ゃ
が
芋

の
発
芽
部
分
や
緑
変
部
に
は
食
中
毒

の
原
因
物
質
で
あ
る
ソ
ラ
ニ
ン
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
調
理
の
際

は
皮
を
む
き
、
芽
は
大
き
く
切
除
し

て
く
だ
さ
い
。

料
理
方
法

①
じ
ゃ
が
芋
は
千
切
り
に
し
、
固
め

に
茹
で
る
。

②
ご
ぼ
う
、
人
参
も
千
切
り
に
し
、

茹
で
る
。

③
白
ご
ま
は
、
か
ら
煎
り
し
、
す
り

鉢
で
す
る
。

④
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
か
ら
し
を
合
わ
せ

て
お
き
①
～
③
の
材
料
と
混
ぜ
る
。

【
一
口
メ
モ
】

※
ご
ぼ
う
は
、
切
っ
た
後
に
酢
水
に

浸
け
て
お
く
と
白
く
な
る
。

※
じ
ゃ
が
芋
を
茹
で
る
と
き
、
酢
を

少
し
だ
け
入
れ
る
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

に
茹
で
上
が
る
。（
入
れ
す
ぎ
る
と
火

が
通
り
に
く
い
の
で
注
意
）

1 人分 ( エネルギー 102kcal、たんぱく質 1.6g、脂質 5.7g、食物繊維 2.2g、食塩
相当量 0.2g)
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婚姻・出生・死亡届

●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます（敬称略）。
馬場　常子（中之町）　黒木　ノブ（本　村）
原口　剛介（中　山）　德　壽一 （屋久津）
基　ウメ （秋佐野）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,367 人 (-01) 出生 2 人

男　性 3,962 人 (+ 2) 死亡 12 人

女　性 4,405 人 (-03) 転入 16 人

世帯数 4,350 戸 (-02) 転出 7 人

※（　）は前月との比較（2 月末現在）

火事・救急

火事・救急 ( 町内）　2 月中

火　事 1 件 うち建物 0 件

救　急 35 件 うち急病 26 件

交通事故

交 通 事 故 町内 島内

発生件数 3 件 (    +2) 7 件 (   +2)

死 者 数 0 件 (  ± 0) 0 件 (  ± 0)

負傷者数 3 件 (   +2) 7 件 (   +2)

※平成 28 年 2 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 28年 2月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
日付 名前 集落

2/14
	平山　良太 満足山

	田中　あかね 浜津脇

2/15
	塩浦　要平 梶　潟

	下田　浩恵 横　町

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

1/26 鎌田　尚
な お や

弥 雄真・愛 伏之前

1/28 山元　綴
てっしん

心 裕也・祥子 伏之前

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

2/2 原口　壽美子 中　山 71歳

2/6 鎌田　静夫 旭　町 69歳

2/8 春田　久子 平　鍋 78歳

2/10 日髙　ナミ子 東之町 89歳

2/13 黒木　厚信 本　村 71歳

2/14 德　文子 屋久津 88歳

2/14 基　豊川 秋佐野 93歳

2/15 中園　ハナ 西之山 85歳

2/28 日髙　三洋 原之里 50歳

2/29 今津　義喜 二十番 84歳

｛
｛

鯉のぼりを上げる際は電線にご注意を !!
　「鯉のぼり」をあげる際は、電線から十分離れた
安全な所で泳がせてください。また、ポールを立て
る時や倒す時も十分注意し、万が一、電線にかかっ
たときは、九州電力にご連絡ください。
◎お問い合わせ先　
　九州電力（株）熊毛営業所0120(986)807

平成 27 年国勢調査速報値

総人口 8,136 人（-560）

男　性 3,814 人（-300）

女　性 4,322 人（-260）

世帯数 3,741 戸（-205）

※（　）は前回（平成 22 年調査）との比較
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「なかたねお知らせ版」　4月 1日～ 30日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

7（木） ぽかぽか教室 13:00~

8（金） 母子手帳交付 13:00~

15（金）
～ 18（月） 女性がん検診　※ 18 日は午前のみ

20（水） マタニティー教室
お産・母乳 13:00~ 種子島産婦人科医院

21（木） 乳幼児健診

22（金） 母子手帳交付 13:00~

27（水） マタニティー教室
栄養 18:30 ～保健センター

乳幼児健診　4 月 21 日（木）
※保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

3 ～ 5 カ 月 児 09:00~09:15 H27.11.18　～　H28. 1.20 

もうすぐ 1 歳児 10:00~10:15 H27. 4.22　～　H27. 5.19

3 歳 児 12:45~13:00 H25. 1.21　～　H25. 4.20

予防接種　
※接種場所は各医療機関となります。
接種種類 接種期間 接種可能対象者

M R
混 合 1 期

4 月 1 日～ 4 月 2 日
生後 12 カ月～ 24 カ月

M R
混 合 2 期 H22.4.2 ～ H23.4.1

四種混合 4 月 4 日～ 4 月 9 日 生後 3 カ月～ 90 カ月

Ｂ Ｃ Ｇ 4 月 11 日～ 4 月 16 日 生後 3 カ月～ 12 カ月

日本脳炎 4 月 18 日～ 4 月 23 日
1 期　H23.4.2 ～ H25.4.1

2 期　H18.4.2 ～ H19.4.1

水 痘 4 月 25 日～ 4 月 30 日 生後 12 カ月～ 36 カ月

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

行事・イベントなど
日 行　事

　6（水） 小中学校入学式・始業式

7（木）
転入教職員宣誓式及び歓迎会
14:00 ～【中央公民館】

21（木）
福寿大学開講式
10:00 ～【中央公民館】

23（土）
おはなし会
10:30 ～【中央公民館図書室】

包括支援センター　介護予防事業
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館
いきいき運動教室
毎週火曜日　9:00 ～　中央体育館

公立種子島病院
眼科、耳鼻咽喉科を除く外来診療は午後か
ら休診します。

各科 診察日

眼 科 4（月）、5（火）、18（月）、19（火）

耳鼻咽
喉 科

7（木）、21（木）

整 形
外 科 毎週火曜日の午前中

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

3（日） 高岡医院 ㉗3100

10（日） 百合砂診療所 ㉘3901

17（日） 田上診療所 ㉗0325

24（日） 中目医院 ㉓0350

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 12:00

日 行　事 活動内容

19（火） 赤ちゃん教室 開級式・手形取り

22（金） 幼児学級（1 ～ 4 歳児） 開級式・手形取り

おひさまる～む開放日
毎週月曜日（4 日は休止）　10:00 ～ 12:00

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご承諾ください。
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屋久島→種子島
		7:00 		7:50
10:00 10:50
16:00 16:50

種子島→屋久島
		9:20 10:10
12:10 13:05
17:40 18:30

■　夏　ダ　イ　ヤ　■
平成28年 3月 12日～平成 28年 9月 19日

鹿児島→種子島
		7:30 		9:05
７:45 指宿宮之浦 10:50
10:20 11:55
13:00 14:35
16:00 17:35
17:00 18:35

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
15:00 16:05

種子島→鹿児島
		7:00 8:35
		8:00 9:35
9:20宮之浦12:35
11:05 12:45
15:00 指宿 16:55
17:05 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房着 ※安房発

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

油久バレーボールスポーツ少年団が優勝
　2016 明巧堂杯「春の小学生バレーボール
フェスタ」が、3月 5日（土）に西之表市民
体育館であり、油久バレーボールスポーツ少
年団が優勝しました。
　大会には、島内から 14 チームが参加し熱
戦が展開されました。


